
 

 

財団法人 8020推進財団 

平成 29年度歯科保健活動助成事業報告書抄録 

１．事業名  ：住民参加型歯と口腔の健康づくり推進事業 

～町ぐるみで進めるライフステージに応じた歯と口腔の健康づくり～ 

２．申請者名 ：埼玉県吉見町 吉見町長 宮﨑善雄  担当者氏名 梅田洋美 

３．実施組織 ：吉見町、○８（よいは）の会（住民ボランティア団体）、母子愛育会 

比企郡市歯科医師会、埼玉県歯科衛生士会北部支部 

４．事業の概要： 

吉見町では、平成 26年 9月「吉見町歯科口腔保健の推進に関する条例」の制定を受け、「い

つまでも美味しいものを美味しく食べよう！」と、現在はライフステージごとの歯・口腔の

健康増進を推進しています。 

本事業は、3年間（平成 28～30年度）の重点事業と位置づけ 3 歳児う蝕罹患状況の再改善、

乳幼児期、学齢期、成人期、高齢期へと切れ目のない歯科保健医療施策の提供を目的として、

〇８（よいは）の会等との協働による、ライフステージに応じた歯の健康づくり事業を実施

しました。 

５．事業の内容：対象：町民 約 20,000人 

・フッ素塗布の実施：1歳 2，3ヶ月から 3 歳児健診受診まで、3，4ヶ月間隔でフッ素塗布 

実施（費用として 1回につき 100円自己負担） 延べ 428人塗布 

・フッ化物洗口の実施：幼稚園、保育所、小学校、中学校の町内の全施設にて、希望者に 

実施 1,352人洗口 

・「パパママ歯科健診」の実施：子育て世代を対象とした成人保健事業（健診及び歯と口の 

健康力チェック） 15人参加 

・むし歯予防・健康教育の実施：子育て支援センター、健康まつりでの啓発 延べ 234人参加、 

・CKD（慢性腎臓病）予防教室における生活歯援プログラムの実施：日本歯科医師会が作成し 

た質問紙票を用いた問診を教室参加者に行い、通常行われている保健指導のなかで、保 

健指導の類型化、行動目標の設定、3ヶ月から 6 ヵ月後のフォローアップを実施 CKD（慢 

性腎臓病）予防教室 延べ 76 人参加 

６．実施後の評価（今後の課題）： 

町内におけるライフステージに応じた歯の健康づくり（フッ化物応用等）によって、乳幼

児期から切れ目のない歯科保健医療施策が充実しました。○８（よいは）の会と行政、歯科

医師、歯科衛生士や家庭・保護者と連携したむし歯予防・健康教育に取り組むことで地域住

民、子どもたちや保護者、家族のむし歯予防への意識や関心が高まり、継続した効果が現れ

てきていると考えています。 

本事業を継続することで、3 歳児う蝕罹患状況のより一層の改善、「歯・口腔」という視点

から町民の健康づくりにつながると考えられます。 

 


